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                  Table 2,

       Chemical Cemposition of Parboiled Rice and Unparboiled Rice.

'

Var・,,y.。f M。・s・_1器 ・欝 ・畿 誌 、 A・h V・ta・in・、

    Po鮭ed   % % % 甥 「 % γ%

   曝 ・灘 岬;:類:部1:1!1:鵠::l
    Water   F「esh l13151  8.04 1 LO2   78.tl3   0.75   143.5   

Parboiled    matte「

     Rice   Anhydrous   O    9.30   1.18    90.68    0.87    165.9             ロ        ト

    瀦 朧 剛 醐:1頻:1:聯:1:1
              (昭 和24年7月9日 受 理)

       31.生体触 媒 に 關 す る 研 究(第8報)

            緑 葉 に 於 け る 微 量 金 属 構 成

            近藤金助,森 茂 樹,加 島守 一

 Frey・Wissling等 の推論による葉緑腸の褥造模型によれば,光 合威に與 る諸種の要素は微小

なる葉線艦粒子の中に整然と配列 ミれて居る.帥 ち葉緑膿にはchloropllyll a, chlolophyll

b・Xanthophy]1及Carotin等 の色素類,類 脂罷 及蛋白等を包含するが,こ の蛋白は多分主 と

して酵素蛋白であつて,そ の中には重金廃を含む激種の金騒酵素の存在が豫想せ られる.葉 縁

愕に於ける反鷹を追究するためには形態上の微細構造 とともに,そ の化學組成を明かにするこ

とが光合成が畳 まれる場所 に於ける機能及性格を知 る上に先づ重要であるが,葉 線罷成分のみ

を純粋に分離することは,そ の操作に際 し常然必要なる庭理即 ち紐織の播確,抽 出等の手段に

よる葉緑艦粒子の破壌及原形質成分の混和が作ひ直ちに困難に常面するのである.秘 當純枠に

分離 した葉緑照の化學組成に就てはNeishb及 その他 二三の報告があるが,夫 等の結果に於て

は筆者等の研究封象とする微量金馬成分の分布に關 しては定量的 には勿論,定 性的に も甚だ不

十分である.

 よつて先づ次の如 く線葉 に於ける微量金驕の定量を行ひ,且 つ夫等の結合朕態を判定する一

手段 として透析を行ひ膜内及膜外内容物 につき分析を行つた.そ の結果 につ き報告する次第で

ある.

 以上の結果 に於て稚葉部 に於ける成分がかなり濃厚であ るが,こ の部位に於ける一般成分の

濃度の高いことは普通認められる事實である.け れどもこの部位に於 ける光合成能は寧 ろ微弱

であつて問題は別である.こ の部分を除外した部分を比較すると緑色濃厚なる部分には微量重

金腸が隔段に多量である.緑 葉の部分にZn含 量が特に大であることは嘗てBertrandが 指摘

                   (66)



            近藤,森,加 島t生盤鯛媒に關する研究(錦8報)

                 第    1   表

     試 輝1部 位1乾舞物灰%分ト警 轟 隅 ん

     、謄1羅i;羅illi・1}lii l iii
         [ 50、       雪ζ     8,53   0,688    1,08    0.53    1L75    1.90
         1

          濃 線 葉 …29・ ・28i i・ ・53・752… 3…

     甘 藍 淡 線 部 7・76α4772・390・48 6・471・12
          黄 色 部 9.120.5685.600.9010.341.40

          心、      董    11.20   0.722   15.00   0.40   11.65   2.73

    ee京 大,振 津 農 場栽 培,探 取 時期,1948年ll月.

                 第    2 ・ 表

          { ・・  M・ 1 ・・ 1 ・・          

i・ ・i%一 ・'・1%i・ ・i%1-IA・ 「"i -T"

    農欝Dl 9:1窮'91:lll8:lll囎膿112:ll l:1:1膿
    膜 内溝 ・1,0・13260・270・2372S・04 10・05224・650・04929・69    

膜 内(・ ・b) - 73・51 - 63・60 1- 4k8・82 - 65・44

    膜   外   亨夜    0。055    25.11   0.262    31。00   0.105    49.76   0.055    33.33

    合 計O.21698.620.80094.600.20898.580.16398.77                      1

    ee實 験材料 甘藍,外 側 の線葉,探 取時期,1949年5月 一試料 に同量 の水 を加え τ揺

    辞,墜 控 した搾汁(原液)100ccに ついての分析値,透 析條件温 度0℃ ・40時 間.

し た虞 で あ るが,Znに 限 らす, Fe, Mn及Cuに 於 て も同 じ關 係 にあ る.こ の 他 にAl及B

等 の元 素 も植 生 上 必 須 と され て居 るが,夫 等 の局 在 性 も同 じ關 係 に あ る もの と豫 想 され る.

 緑 葉 に於 け る之 等 の 微 量 元 素 は葉 緑 髄 内,或 ひ は その周 邊 に局 在 して夫 々 の 關與 す る酵 素 系

に於 て 光 合 成 に 關係 して居 る もの と考へ て差 支 へ ない.周 知 の如 く光 合 成 の反 慮 は そ の過 程 に

於 け る各 種 の段 階 は現 在 の と ころ 明瞭 で な いが,そ の一 段 階 に於 て 明 か に生 成 す るH202の 分

解 に與 るFe酵 素 帥 ちCatalaドe反 鷹 の機 作 が 重 要 親 され るわ け で あ るが,こ の 反慮 の前 叉 は

後。關附 ると翫 ら}。るZv,^h汲c。 の徽 す瑠 縣 もともに顛 なもので,胎 劇

少 く と も之 等 の 燭 媒 の 作 用 の あ る こ とを無 幌 す べ きで な い.

 第2表 は緑 葉 搾 汁 を透 析 した 場 含,透 析 の進 行 に絆 ひ膜 内 に主 と して 葉 緑艦 域 分 と思 わ れ る

もの が 沈 澱 す るの で あ るが,こ の 沈澱 及 その上 澄 及膜 外液 につ い て重 金 驕 を定 量 した結 果 で あ

る.こ の結 果 に よ る と各 種 重 金 馬 の透 析 され る割 合 には甚 だ しい 相逮 が あ る.そ の原 因 は各 種

重 金 腸 は夫 々 の 關 與す る酵 素 の 成分 で あ る と して も,そ の結 合 の 張 さ には夫 々和違 が あ るば か

りで な く,只 一 種 の 金 属 の 關 與 す る酵 素 系 も必 す し も箪 一一な もの で な くて,金 屡 と結 合 様 式 を

異 に す る数 種 の 酵 素 系 の混 在 も想像 され るか らで あ る.も と よ りその事 實 につ い て 更 に追 究 の

上,確 め た い と思 ふ.

 1) A.CNeish :Biochcm. J.55300(1939).   (昭 和2・i年7月 16 0 受 理)
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